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 ひょうご部落解放・人権研究所HB通信

　皆さんは、閘
こうもん

門の存在をご存じで
しょうか。閘門は水位を調整し、船舶
の通行を可能にするための構造物で
す。私たちの生活に深く根ざしており、
運輸の効率化、地域経済の発展、環境
への配慮など、さまざまな形で恩恵を
与えている存在であり、地域の経済活
動に欠かせない存在となっています。
　兵庫県内にも尼崎市に「尼ロック」
と呼ばれる尼崎閘門があります。
　先週、大阪の「造幣局　桜の通り抜け」を横目に見ながら、小型船舶で通過した大阪の
毛

け ま

馬閘門は、明治期の淀川改良工事に伴い 1907（明治 40）年に竣工したもので、淀川と大
川の水位差（約 3 ｍ）を調整する機能を有しています。約 20 分をかけて水位が調整されて
いく様を体感し閘門を通過した後に抱いた感想は、現代社会が直面している人権問題の本質
と相通ずるものがあるのではないかということです。
　閘門の象徴的な役割は、アクセス平等性を提供することにあります。水位の変化に応じて、
船舶が通行できる道を提供する様子は、個々の人間が持つ潜在能力や価値が同等に尊重され、
解放されるべきであるという全国水平社の理念と重なる部分があるようにも感じました。
  まさに、閘門の本質は異なる水位の調整にあります。同様に当研究所の使命も社会の「見
えない水位差」を可視化することにあるのではないでしょうか。
  鋼鉄の門が静かに水位を調整するように、現代社会の中で当研究所も絶え間ない微調整を
続けていかなければならない必要性を、閘門は私に語りかけてくれました。新しい年度を迎

え、引き続き皆様のお知恵とご協力を何
卒賜りますよう、心からお願い申し上げ
ます。人権という名の水平線へ向け、共
に航海する船団の一員となれることを、
深く感謝いたします。

（一社）ひょうご部落解放・人権研究所
所長　　則定　広人

新所長　就任あいさつ

今号のもくじ

▶ 1 面 ⋯ 新所⾧　就任あいさつ
▶ 2 面 ⋯ 2025 年度人権教育実践講座のご案内

／ 2025 年度人権セミナーのご案内
／事務局から

▶ 3 面 ⋯2025 年度ひょうご人権総合講座のご案内
▶ 4 面 ⋯ 本の紹介
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2025 年度人権教育実践講座のご案内
　2025 年度の人権教育実践講座のプログラムは以下のとおりです。パンフレットはゴール
デンウイーク前に完成予定、お申込みは 6月 2日からの予定です。今年度は兵庫県教育委員
会の方を講師にお招きし、ワークショップを開催します。そのほかの講座についても、より
多くの先生方の実践に生かせるような内容となる予定です。ご参加をお待ちしております！

日にち 時 間
割 時間 講師 講座タイトル

8 月 6 日（水）

1 10：00 ～ 11：45 内田龍史さん 部落問題　何を教えるか

2 12：45 ～ 14：30 北川真児さん 部落差別のいま

3 14：45 ～ 16：30 内田龍史さん
細田勉さん

都市部落と農村部落ーさまざまな
部落のありようを知ろう

8 月 7 日（木）
1 10：00 ～ 11：45 宮前千雅子さん 歴史教科書で教える部落問題

～小学校を中心に～

2・3 12：45 ～ 16：30 今川美幸さん
松尾恵宏さん

授業づくりについて考える～資料解
説とワークショップをとおして～

8 月19日（火） 2・3 12：45 ～ 16：30 坂本研二さん 授業づくりワークショップ

11月15日（土）2・3 13：30 ～ 16：30 地元の方々 【フィールドワーク】
  神戸市の被差別部落

※タイトル等は変更になる可能性あります。　　　　　　　　　　　　　　主催：人権教育実践講座実行委員会

４月です。水稲の準備が始まります。まずは、

田の水を管理するための用排水路の掃除です。

約半年間、稲の生育のため水を管理します。今

年も猛暑が予想され、心配です。（Ho）

老眼が進み、色々見えにくいです。丼物を食べる

とき、丼を手に持って食べようとすると、丼の中

身がぼやけてよく見えません。箸でつかんだもの

もよく見えません。なんだか悲しいです。（ka）

事 務局 から

研究所に関わる方々も執筆者に名を連ねる『部落フェ

ミニズム』が 3 月に出版。差別とは何かを深く考え

させられる重層的でとても面白い本です。6 月 14 日

には人権セミナーでの対談もあります。ご参加お待ち

しています。（H）

育休復帰後、いっぱいいっぱいな毎日ですが、職場

のみなさんの理解があってこそ、なんとかやってい

ます。研究所のため今年度もがんばります。（ひ）

《2025 年度人権セミナーのご案内》

第 1 回「差別に加担しないためのメディアリテラシー」
■日時：2025 年 5 月 10 日（土）14：00 ～ 16：00
■講師：阿久沢悦子さん（生活ニュースコモンズ記者）
■場所：兵庫県立のじぎく会館 201 号室（会場参加のみ・定員 80 人）

第 2 回「部落フェミニズム」（仮）
■日時：2025 年 6 月 14 日（土）13：30 ～ 15：30
■講師：宮前千雅子さん（関西大学人権問題研究室委嘱研究員）
　　　   石地かおるさん（自立生活センターリングリング障害者スタッフ）
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   2025 年度ひょうご人権総合講座のご案内
　2025 年度のひょうご人権総合講座の日程と講座テーマは以下のとおりです。パンフレッ
トはゴールデンウイーク前に完成予定、お申込みは 6月 2日からの予定です。阪神・淡路大
震災から 30年の今年度は災害関連の講座も設定しました。たくさんの方々のご参加をお待
ちしております！
■日程：2025年 8月 28日（木）～12月 18日（木）全13日・26講座（フィールドワーク1講座含）

■テーマは以下のとおりです（2025 年 3月 28 日現在、変更する場合もあります）

テーマ 講座名 内容

1

人権

人権① 総論（国際人権、国内法）

2 人権② マイクロアグレッション

3 人権③ 現代的レイシズム（「逆差別」を考える）

4

部落問題

部落問題① 総論（同和対策事業含）

5 部落問題② 現状

6 部落問題③ 歴史

7

在日外国人

在日外国人① 総論（在日コリアン、制度、差別禁止法等）

8 在日外国人② 教育

9 在日外国人③ 労働

10

障害者

障害者① 総論

11 障害者② 自立生活の現状と歴史

12 障害者③ 災害と障害者

13

ジェンダー

ジェンダー① 総論

14 ジェンダー② トランスジェンダー差別

15 ジェンダー③ 性暴力

16
子ども

子ども① 子どもの権利条約

17 子ども② 虐待、ヤングケアラー

18 犯罪被害者支援 犯罪被害者支援

19 対人援助 対人援助 ワークショップ（伴走支援）

20 啓発・広報 啓発・広報 ワークショップ

21 フィールドワーク フィールドワーク 震災（新長田）

22 病気と差別 病気と差別 HIV

23 人権のまちづくり 人権のまちづくり 災害ケースマネジメント

24 貧困 シングルマザーの貧困

25 労働 労働と人権

26 ワークショップ ワークショップ

…災害関連の講座
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HB 通信の無料メール配信をご希望の方は、
研究所までメールアドレスをお送りください。→

※QRコードは株式会社デンソーウェブの登録商標です。

『戦争と平和　ある観察　増補新装版』
　　中井久夫著、人文書院、2022 年 12 月、2,530 円（税込）


